早稲田の杜 通信　　　　　２０２４年１０月号　
今年の夏は想像以上の暑さと繰り返される雷雨に悩まされました。そのような厳しい自然の猛威にも弱音を吐くことなく、元気に通塾してくる子どもたちから私もたくさんの元気をもらいました。
夏と秋とがせめぎあう季節の変わり目は、体調を崩しやすいので、お気をつけください。
10月14日(月）と11月4日(月）は祝日となりますが、お休みとせず平常通りに授業を行います。

長い期間、塾の仕事に従事してきましたが、最近の子どもたちは、全般に口数が少なくなってきているように感じますし、少し、控えめになっているようにさえ思われます。
ひと昔前でしたら、こちらが話しかけなくても自分から「今日、学校で何々があったんだよ」などと話しかけてきたものでしたし、時には私に向かって「お父さん」などと呼びかけ「あ、間違った」などと恥ずかしそうな顔をする生徒もおり、もう少し生徒と私との距離が近かったように思えます。
最近はそうした生徒は少なく、こちらから話しかけても必要最小限の返事しか返ってこないことが多々あります。
私が年をとったせいで生徒との間に世代間ギャップが生じ、そこに原因があるのかと思ったりもしますし、コロナ禍の時の、周囲の人とあまり口をきかない生活がそのまま生徒の身につき、控えめで遠慮がちになってしまい今に至っているのではないかとか、スマホの普及で自分の世界にこもりがちになり、周囲の人との接点が少なくなってきているせいなのか等々、いろいろ考えてしまいます。
「わかった？」と問いかけた時「うんうん」とうなずくばかり、「質問は？」と尋ねても「ない」と応じるだけ。何か不満があるのかと思ったりしますが、やるべきことにはきちんと取り組んでくれますし、反抗的な態度も一切ないので、あまり気にせず、自然体で接するようにしております。
ただ私にとって、理解度や定着度、力量を知る上で、子どもたちとの対話、コミュニケーションはとても大事です。その点で、もう少し自分から積極的にアプローチしてくれればいいのですが……。
時折、もしかしたら、ご家庭でもそうなのかな、と思ったりもします。

思春期の子どもさんを持つ親御さんは、いろいろと悩むこともおありかと思います。
ひと昔前の話ですが、「中学生になったら、娘がほとんど私とくちをきかなくなった」と嘆くお父さんもいらっしゃいましたし、「勉強しなさいというとすぐに機嫌が悪くなり、反抗的になるのですが、どうしたらいいのでしょう」などの相談を受けたりもしました。逆に、「親と口論になり、もう家に帰りたくないから先生の家に泊めてくれ」と飛び込んでくる生徒もおりました。
そのような生徒ですが、社会人になり、私と偶然、出会ったりすることがあるのですが、見違えるほど立派になっていて「あの時は大変だったよ」と話しかけると、苦笑いをしながら「若気の至りで、恥ずかしい限りです」などといった返事が返ってきたりします。

そんな時、みんなそれぞれ、いろいろな思春期を経験しながら成長していくのだなと感じます。

「どんな子もみなかわいいのです。神様がそういうふうにつくられたから」……以前の生徒たちと比較すれば、確かに、口数が少なくなったと感じるのですが、素直ないいお子さんばかりです。
願わくば、自分の殻を打ち破りもう少し積極的に自己アピールしてくれたら、と、そんな思いです。
